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小
規
模
事
業
者
の
皆
様

の
経
営
・
技
術
強
化
を
強

力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
専

門
家
派
遣
制
度
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

多
様
な
分
野
で
実
績
を
持

つ
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
（
専
門

家
）
」
が
、
事
業
所
へ
直
接

訪
問
し
、
具
体
的
・
実
践
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

中
小
企
業
診
断
士
、
公

認
会
計
士
な
ど
、
専
門
知
識

と
豊
富
な
実
務
経
験
を
兼
ね

備
え
た
専
門
家
が
課
題
解
決

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
対
象
：
小
規
模
事
業
者

■
利
用
料
：
一
事
業
所
に
つ

き
三
相
談
ま
で
無
料

■
本
派
遣
事
業
に
つ
い
て
の

相
談
・
申
込
は
、
紀
州
有
田

商
工
会
議
所
（
☎
〇
七
三
七

│
八
三
│
四
七
七
七
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
専
門
家
派
遣

商
標
権
は
、
マ
ー
ク
と
、

そ
の
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
組
合
せ
で

一
つ
の
権
利
と
な
っ
て
い
ま

す
。商

標
登
録
出
願
を
行
う

際
に
は
、「
商
標
登
録
を
受

け
よ
う
と
す
る
商
標
」
と
と

も
に
、
そ
の
商
標
を
使
用
す

る
「
商
品
」
又
は
「
サ
ー
ビ

ス
」
を
指
定
し
、
商
標
登
録

願
に
記
載
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

商
標
法
で
は
、
サ
ー
ビ
ス

の
こ
と
を「
役
務（
え
き
む
）」

と
い
い
、
指
定
し
た
商
品
を

「
指
定
商
品
」、
指
定
し
た
役

務
を
「
指
定
役
務
」
と
い
い

ま
す
。
こ
の
指
定
商
品
・
指

定
役
務
に
よ
っ
て
、
権
利
の

範
囲
が
決
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
指
定
商
品
・
指
定

役
務
を
記
載
す
る
際
に
は
、

あ
わ
せ
て
「
区
分
」
も
記
載

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
区

分
」
と
は
、
商
品
・
役
務
を

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の

で
、
必
要
な
場
合
に
は
、
存

続
期
間
の
更
新
登
録
の
申
請

に
よ
っ
て
十
年
の
存
続
期
間

を
何
度
で
も
更
新
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
商
標
を
取
得
し
な
い
こ
と

の
リ
ス
ク

リ
ス
ク
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
が
他
社
に
先
に
商
標

登
録
さ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

で
す
。
こ
の
場
合
、
法
律
上

は
自
社
が
「
他
人
の
権
利
を

侵
害
し
て
い
る
側
」
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

長
年
親
し
ま
れ
て
き
た

店
舗
名
や
、
開
発
し
た
新
商

品
の
名
前
、
看
板
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
差
し
替
え
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
削
除

を
迫
ら
れ
た
り
、
損
害
賠
償

を
請
求
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て

自
社
の
名
前
や
商
品
が
全
国

に
広
ま
る
こ
と
か
ら
、
他
社

の
目
に
留
ま
り
、
ト
ラ
ブ
ル

に
発
展
す
る
リ
ス
ク
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

■
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
総
合
支

援
窓
口
と
は

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
総
合

支
援
窓
口
で
は
、
中
小
企
業

が
抱
え
る
様
々
な
経
営
課
題

に
つ
い
て
、
自
社
の
ア
イ
デ

ア
、
技
術
、
ブ
ラ
ン
ド
、
デ

ザ
イ
ン
な
ど
の「
知
的
財
産
」

の
側
面
か
ら
解
決
を
図
る
支

援
窓
口
で
す
。

支
援
窓
口
は
全
国
の
都

道
府
県
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
支
援
担
当
者
に
よ
る
ア

ド
バ
イ
ス
や​

専
門
的​

相
談
や​

高
度
な​

相
談
に​

つ
い
て
は
、​

弁
理
士
や​

弁
護
士
等
の​

知
財

専
門
家
と​

協
働
し
て​

支
援
を​

行
い
ま
す

・
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
和
歌
山
県
知

財
総
合
支
援
窓
口

住
所
：
和
歌
山
市
本
町
二

│
一　

フ
ォ
ル
テ
ワ
ジ

マ
六
階

☎
〇
七
三
│

四
八
八
│
三
二
五
六

■
相
談
窓
口
の
ご
案
内

商
標
の
登
録
査
定
（
承

特
許
庁
の
調
査
に
よ
る

と
、
事
業
規
模
が
小
さ
く
な

る
ほ
ど
知
的
財
産
権（
特
許
・

実
用
新
案
・
意
匠
・
商
標
）

の
出
願
件
数
が
大
き
く
下
が

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

知
的
財
産
権
は
、
自
社
の

技
術
や
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
と

と
も
に
、
市
場
で
の
競
争
優

位
性
を
決
定
づ
け
る
強
力
な

経
営
資
源
で
す
。

今
回
は
知
的
財
産
権
の

中
か
ら
「
商
標
」
を
中
心
に

概
要
を
紹
介
す
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

■「
商
標
」と
は

商
標
と
は
、
自
社
が
提
供

す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
、

他
社
・
他
人
の
も
の
と
区
別

す
る
た
め
の
「
マ
ー
ク
」
や

「
名
前
」
の
こ
と
で
す
。
店

舗
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
商
品
の

名
前
、
会
社
名
、
さ
ら
に
は

地
域
で
展
開
す
る
サ
ー
ビ
ス

名
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
し
ま

す
。

一
定
の
基
準
に
よ
っ
て
カ
テ

ゴ
リ
ー
分
け
し
た
も
の
で
、

第
一
類
～
第
四
十
五
類
ま
で

あ
り
ま
す
。

特
許
庁
に
出
願
し
、
審
査

を
経
て
登
録
査
定
と
な
り
、

登
録
料
を
納
付
す
る
と
「
商

標
権
」
と
い
う
権
利
が
発
生

し
ま
す
。
商
標
権
を
持
つ
こ

と
で
、
そ
の
名
前
や
マ
ー
ク

を
独
占
的
に
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。（
商
標
権

は
、
日
本
全
国
に
効
力
が
及

ぶ
権
利
で
す
。）

■
商
標
申
請
・
登
録
料

商
標
の
特
許
庁
へ
の
登

録
料
は
、
出
願
す
る
区
分
の

数
に
よ
っ
て
加
算
さ
れ
ま

す
。

■
商
標
権
の
存
続
期
間
の
更

新
商
標
権
の
存
続
期
間
は
、

設
定
登
録
の
日
か
ら
十
年
で

終
了
し
ま
す
。

た
だ
し
、
商
標
は
、
事
業

者
の
営
業
活
動
に
よ
っ
て
蓄

積
さ
れ
た
信
用
を
保
護
す
る

中
小
企
業
を
守
る「
商
標
」の

基
本
と
活
用

【
お
問
合
せ
】

　
情
熱
ぷ
り
ん
工
房
わ
さ

　
　
有
田
市
宮
崎
町
一
〇
一
︱
三

　
　
☎
〇
七
三
七
︱
二
八
︱
〇
一
二
八

今
月
の
優
良
土
産
品
は
有
田
市
宮
崎
町
の

国
道
四
十
二
号
線
沿
い
に
お
店
を
構
え
る
「
情

熱
ぷ
り
ん
工
房
わ
さ
」の
“
情
熱
ぷ
り
ん
”を

紹
介
す
る
。

情
熱
ぷ
り
ん
に
は
、厳
選
さ
れ
た
高
品
質
な

サ
サ
キ
の
卵
「
青
空
た
ま
ご
」を
贅
沢
に
使
用

し
て
お
り
、
鮮
や
か
な
卵
黄
と
濃
密
な
風
味

が
、リ
ッ
チ
で
コ
ク
の
あ
る
深
い
味
わ
い
を
生

み
出
し
て
い
る
。

食
材
選
定
か
ら
蒸
し
加
減
、冷
や
し
方
に
ま

で
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、卵
と
牛
乳
の
バ
ラ
ン

ス
を
最
大
限
に
引
き
出
し
た
プ
リ
ン
は
、驚
く

ほ
ど
滑
ら
か
な
舌
触
り
と
、と
ろ
け
る
よ
う
な

食
感
が
自
慢
で
あ
る
。さ
ら
に
、別
添
え
の
カ

ラ
メ
ル
ソ
ー
ス
で
お
好
み
の
味
に
変
え
ら
れ

る
工
夫
も
あ
り
、ソ
ー
ス
の
ほ
ろ
苦
さ
が
プ
リ

ン
の
コ
ク
を
引
き
立
て
、自
分
だ
け
の
贅
沢
な

味
わ
い
を
楽
し
む
事
が
で
き
る
。　

日
々
の
自
分
へ
の
ご
褒
美
に
は
も
ち
ろ
ん
、

大
切
な
方
へ
の
手
土
産
に
も
最
適
な
逸
品
と

な
っ
て
い
る
。

今、経営に悩みをかかえていませんか？商工会議所経営指導員が相談に応じます。
問い合わせ先：紀州有田商工会議所　ＴＥＬ：８３－４７７７

紀州有田商工会議所
相談及びセミナー参加ご希望の方は、当所までご連絡くださいＴＥＬ：８３－４７７７

8月3日㈪・10日㈪
1７日㈪・２4日㈪・31日㈪

経営窓口相談
いずれも午後１時～３時

相談員　経営指導員
創業・融資・労務管理など
経営の諸問題についてご相談
をお受けします

8月10日㈪
午後１時～３時

労 務 相 談
相談員　経営支援員

労働時間、就業規則、時間外
協定等労働に関する相談及び
各種助成金の相談

8月4日㈫
午後１時～4時

金 融 相 談 会
場所：紀州有田商工会議所
相談員：日本政策金融公庫

担当者

運転資金が必要な方、設備資
金の必要な方はご相談くださ
い。
※詳しくは、商工会議所まで

8月19日㈬
午後１時～3時

デジタル化・AI活用
相 談 窓 口
デジタル化やAIの活用に関する窓
口相談会です。

8月のテーマ
「AI活用の基本について」
※詳しくは、商工会議所まで

8月10日㈪・24日㈪
いずれも午後１時～３時

記帳・税務相談
場所：紀州有田商工会議所
簡易帳簿、複式記帳の付け方
（パソコン会計含む）や税務
に関する相談をお受けしま
す。

8月7日㈮
午後１時～３時

メンタルヘルス対策相談
場所：紀州有田商工会議所
相談員：村上 寿美子 氏
・職場のうつ病対策　
・セクハラ、パワハラ
・メンタルヘルス教育研修
・休職者への職場復帰支援
・心の健康づくりに関するご相談
※専門の産業カウンセラーが相談
をお受けします。

8月26日㈬
午後１時～４時

事業承継・引継ぎ支援センター
相 　 談 　 会
場所：紀州有田商工会議所
和歌山県事業承継・引継ぎ支援セ
ンター担当者が、事業承継に関す
る相談に対応いたします。
（秘密厳守、相談無料）
※事前予約制
※詳しくは、商工会議所まで

8月7日㈮
午後１時～３時

年 金 相 談
場所：紀州有田商工会議所

相談員：村上寿美子
社会保険労務士

老齢年金、障害年金、
遺族年金などに関するご相談

8月19日㈬
午後１時～３時

無料登記相談
相談員：河原貴博司法書士

事務所
河原 貴博 氏

※相談無料、事前予約制

申込、問合せは商工会議所へ

窓口相談・セミナー等８月

紀州有田商工会議所
優 良 土 産 品

長峰山脈を眺めながら流るる有田川。近く聞こえるのは黒潮のさざ波。
自然豊かなこの有田で人々が培ってきた「いいもの、いっぴんありだ
もの」その品々を未来に引き継いでいくために紀州有田商工会議所
では、特色・生産加工技術・品質・意匠・包装など特に優れた産品
を「優良土産品」として認定・推奨しています。

今　月　の
優良土産品

情熱ぷりん工房わさ
情熱ぷりん

当
商
工
会
議
所
で
は
、
公

正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
近

畿
中
国
四
国
事
務
所
の
経
済

取
引
指
導
官
を
講
師
に
独
占

禁
止
法
セ
ミ
ナ
ー
を
以
下
の

と
お
り
開
催
す
る
。

■
日
時

令
和
八
年
九
月
十
八
日
㈮

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時

■
会
場

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

六
階　

ホ
ー
ル

■
講
師
…
公
正
取
引
委
員
会

当
商
工
会
議
所
で
は
、
組

織
の
自
走
化
と
持
続
的
成
長

を
促
す
こ
と
を
目
的
に
Ｒ
Ｅ

Ａ
Ｌ 

Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
の
マ
フ
ィ

ア
と
し
て
も
活
躍
し
、
鉄
人

Ｃ
Ｆ
Ｏ
の
異
名
を
持
つ
事
業

再
生
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
小
塚
祥
吾
氏
を
講
師
に
む

か
え
講
演
会
を
開
催
す
る
。

■
開
催
日
時

令
和
八
年
八
月
二
十
八

日
㈮

十
八
時
三
十
分
～
二
十
一
時

受
付
：
十
八
時
～

講
演
：
十
八
時
三
十
分
～

十
九
時
三
十
分

交
流
会
：
十
九
時
四
十
五

分
～
二
十
一
時

■
開
催
場
所

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

六
階
ホ
ー
ル

■
講
師

小
塚 

祥
吾 

氏

㈱
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
代
表
取
締
役
社
長

■
講
師
紹
介

“
鉄
人
Ｃ
Ｆ
Ｏ
”
の
異

名
を
持
つ
、
事
業
再
生
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
。
机
上

人
材
確
保
と
求
職
者
の

雇
用
支
援
を
目
的
に
、
当
商

工
会
議
所
、
有
田
市
、
湯
浅

公
共
職
業
安
定
所
の
共
催
で

「
第
十
六
回
有
田
就
職
フ
ェ

ア
」
を
開
催
す
る
。

現
在
、
以
下
の
と
お
り
求

人
事
業
者
を
募
集
し
て
い
る
。

■
開
催
日
時

令
和
八
年
十
一
月
十
四
日
㈯

十
三
時
三
十
分
～
十
五

時
三
十
分

（
受
付
十
二
時
三
十
分
）

■
会
場

有
田
市
文
化
福
祉
セ
ン

タ
ー　

大
ホ
ー
ル

■
参
加
負
担
金

無
料

■
内
容

面
談
会　

求
職
者
と
直

接
面
談
、
個
別
に
面
談
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
求
職
者
と
は
、
公
共
職
業

安
定
所
登
録
求
職
者
や

一
般
求
職
者
及
び
来
春

新
規
卒
業
者
（
卒
業
予

例
年
紀
文
ま
つ
り
は
八

月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
、
本

年
は
有
田
み
か
ん
の
魅
力
を

市
内
外
に
広
く
発
信
す
る
た

め
、
有
田
み
か
ん
の
収
穫
期

で
あ
る
十
月
の
二
日
間
に
日

程
を
変
更
し
て
開
催
さ
れ
る
。

○
開
催
日

令
和
八
年
十
月
二
十
四

日
㈯
・
二
十
五
日
㈰

予
備
日
：
十
月
三
十
一

日
㈯
・
十
一
月
一
日
㈰

○
開
催
概
要

☆
十
月
二
十
四
日
㈯

①
有
田
ふ
る
さ
と
う
ま
い
も

ん
ま
つ
り

　

時
間
：
十
時
～
十
六
時

　

会
場
：
有
田
市
民
会
館
駐

車
場

②
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
と

き
じ
く
の
か
ぐ
の
こ
の

み
」

　

時
間
：
十
三
時
三
十
分
～

十
五
時
三
十
分

　

会
場
：
市
民
会
館

③
前
夜
祭

　

時
間
：
十
七
時
～
二
十
一
時

　

会
場
：
箕
島
駅
前
通
り

☆
十
月
二
十
五
日
㈰

④
有
田
み
か
ん
マ
ル
シ
ェ

　

時
間
：
十
一
時
～
十
九
時

　

会
場
：
箕
島
駅
前
通
り

事
務
総
局
近
畿
中
国
四

国
事
務
所
経
済
取
引
指

導
官

■
テ
ー
マ

「
入
札
談
合
の
防
止
に
向

け
て
～
公
正
な
取
引
を

目
指
し
て
～
」

■
申
込
・
問

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

☎
〇
七
三
七
│

八
三
│
四
七
七
七

※
申
込
締
切
…
九
月
十
一
日

㈮
ま
で

の
空
論
を
語
る
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
で
は
な
く
、
上
場
企
業

の
Ｃ
Ｆ
Ｏ
か
ら
自
ら
会
社
を

買
収
し
、
そ
の
企
業
価
値
を

数
千
倍
ま
で
に
成
長
さ
せ
た

「
実
践
者
」
で
あ
る
。

そ
の
圧
倒
的
な
経
験
に

裏
打
ち
さ
れ
た
、
生
々
し
く

も
本
質
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
番
組
「
Ｒ

Ｅ
Ａ
Ｌ 

Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
」
で

も
マ
フ
ィ
ア
（
投
資
家
・
審

査
員
）
と
し
て
も
絶
大
な
支

持
を
集
め
て
い
る
。
そ
の
言

葉
は
、
時
に
厳
し
く
、
し
か

し
常
に
経
営
者
の
未
来
を
思

う
愛
情
に
満
ち
て
い
る
。

■
講
演
テ
ー
マ

『
自
走
型
組
織
を
構
築
す
る

成
功
必
達
の
経
営
計
画
術
』

※
売
上
規
模
一
億
円
以
上
の

法
人
企
業
向
け
の
内
容
と
な

り
ま
す
。

■
参
加
会
費

会　

員　

三
，
〇
〇
〇
円

非
会
員　

五
，
〇
〇
〇
円

■
申
込
方
法

専
用
フ
ォ
ー
ム
で
八
月

十
七
日
㈪
ま
で
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

・
定
員
五
十
名　

先
着
受
付

定
者
を
含
む
）
で
す
。

・
当
就
職
フ
ェ
ア
へ
の
参
加

は
、
公
共
職
業
安
定
所

へ
の
求
人
申
し
込
み
が

必
須
と
な
り
ま
す
。

・
各
事
業
所
担
当
者
の
参
加

は
二
名
以
内
（
ブ
ー
ス

内
）
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
申
込
期
限

令
和
八
年
八
月
十
七
日
㈪

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
フ
ォ
ー
ム
、
そ
の

他
詳
細
に
つ
い
て
は
当
商
工

会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ

　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

　

☎
〇
七
三
七
│

　
　
　
　

八
三
│
四
七
七
七

⑤
ド
ロ
ー
ン
シ
ョ
ー

　

時
間
：
二
十
時
～
二
十
時

二
十
分

　

（
五
〇
〇
機
）

⑥
花
火

　

時
間
：
二
十
時
二
十
分
～

二
十
一
時

　

（
三
，
〇
〇
〇
発
）

※
有
田
市
で
の
「
滞
在
・

体
験
」
に
価
値
を
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
一
日

目
に
は
地
ノ
島
や
有
田

川
で
の
キ
ャ
ン
プ
イ
ベ

ン
ト
、
二
日
目
に
は
農

業
遺
産
ツ
ア
ー
や
有
田

川
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と

い
っ
た
体
験
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

独
占
禁
止
法
セ
ミ
ナ
ー

鉄
人
社
長
　
小
塚
祥
吾
氏
講
演
会

第
十
六
回
有
田
就
職
フ
ェ
ア
（
就
職
合

同
面
談
会
）
事
業
所
参
加
の
ご
案
内

第
四
十
四
回
紀
文
ま
つ
り

◯
日
時

令
和
八
年
八
月
十
九
日
㈬

十
三
時
～
十
五
時

◯
場
所

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

四
階　

相
談
室

◯
相
談
員

河
原
貴
博
司
法
書
士
事

務
所　

河
原 

貴
博　

氏

◯
相
談
料

無
料

◯
相
談
内
容

相
続
、
贈
与
、
売
買
等
登

記
諸
問
題

※
参
考
に
な
る
資
料
が
あ
れ

ば
、当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◯
申
込

ご
希
望
の
方
は
紀
州
有

田
商
工
会
議
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

☎
〇
七
三
七
│

八
三
│
四
七
七
七

無
料
登
記
相
談
の
ご
案
内

認
）
に
至
る
審
査
基
準
は
非

常
に
多
角
的
で
あ
り
、
個
々

の
案
件
に
お
け
る
状
況
に

よ
っ
て
判
断
が
異
な
る
た

め
、
必
ず
し
も
一
律
に
登
録

が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
先
行
す
る
類
似

商
標
の
存
在
や
、
法
律
上
の

識
別
力
の
有
無
な
ど
、
専
門

的
な
見
地
が
必
要
と
な
り
ま

す
。当

商
工
会
議
所
で
は
Ｉ

Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
総
合
支
援
窓

口
と
連
携
し
た
知
的
財
産
権

に
関
す
る
臨
時
窓
口
相
談
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

商
標
や
知
的
財
産
に
関

す
る
相
談
が
あ
る
際
に
は
是

非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
有
田
会
場
】

・
日
時
：
令
和
八
年
八
月

二
十
日
㈭

　

十
三
時
三
十
分
～
十
六
時

・
会
場
：
紀
州
有
田
商
工
会

議
所

・
事
前
予
約
制

・
相
談
無
料

・
問
合
せ
先
：
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ

和
歌
山
県
知
財
総
合
相
談

支
援
窓
口
（
☎
〇
七
三
│

四
八
八
│
三
二
五
六
）

■
商
標
等
の
調
べ
方（
参
考
）

「
特
許
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
（
Ｊ-

Ｐ
ｌ
ａ
ｔ

ｐ
ａ
ｔ
）」
を
利
用
す
る
こ

と
で
産
業
財
産
権
情
報
を
無

料
で
検
索
・
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

商標にかかる登録料（特許庁納付分）
手続き項目 金額 備考

出願料 3,400円＋（8,600円×区分数） 出願時に納付
登録料（10年分） 32,900円×区分数 登録査定後に納付
登録料（5年分） 17,200円×区分数 分割納付（前期・後期）

商標更新にかかる登録料（特許庁納付分）
手続き項目 金額 備考

更新登録料（10年分） 43,600円×区分数 10年分を一括で更新する場合
更新登録料（5年分） 22,800円×区分数 分割納付（前期・後期）

Ｊ - ＰｌａｔｐａｔＪ - Ｐｌａｔｐａｔ
操作マニュアル
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INPIT和歌山県

知財総合
支援窓口

INPIT和歌山県

知財総合
支援窓口

相 談 無 料

秘 密 厳 守

〒640-8033　和歌山市本町二丁目１番地 フォルテワジマ6F

独立行政法人 工業所有権情報・研修館
National Center for Industrial Property
Information and Training

TEL 073-488-3256相談ご予約
　お問い合わせは

屋号・商品名・ロゴマークなどの
「商標登録」に関するあらゆる悩み
（調査・出願・権利化の仕方）を

で相談できます。

屋号・商品名・ロゴマークなどの
「商標登録」に関するあらゆる悩み
（調査・出願・権利化の仕方）を

無 料 で相談できます。無 料無料

（2）

◇
臨
時
休
業
日

八
月
十
三
日
㈭
～
八
月
十
四

日
㈮

※
毎
週
土
日
祝
日
定
休
日

営
業
時
間
：
十
時
～
十
六
時

に
な
り
、
従
業
員
の
健
康
を

大
切
に
し
て
い
る
企
業
で
あ

る
と
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

ま
す
！

協
会
け
ん
ぽ
で
は
、「
健

康
経
営
優
良
法
人
」
と
認
定

さ
れ
た
事
業
所
様
の
企
業
価

値
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
各

種
広
報
で
、「
健
康
経
営
優

良
法
人
」
の
周
知
に
努
め
て

い
ま
す
！

健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
様

は
、
こ
の
機
会
を
逃
す
こ
と

な
く
健
康
経
営
優
良
法
人
二

〇
二
七
の
認
定
を
目
指
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

申
請
は
例
年
八
月
下
旬
頃

よ
り
始
ま
り
ま
す
。「
健
康

経
営
優
良
法
人
二
〇
二
七
」

の
最
新
情
報
や
、
認
定
要
件

等
の
詳
細
は
健
康
経
営
優
良

法
人
認
定
事
務
局
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

参

対 準

明

入

日 的

手

段

格 額

異

連

運 息

憩

嵐

沢 林

羊

熱

大 気

中

上下、左右それぞれ漢字２字の言葉が出来
るように、リストから漢字を当てはめてくだ
さい。
最後に、リストに
残った漢字を組み合わ
せてできる３字熟語を
答えてください。

今
回
ご
紹
介
す
る
の

は
、
フ
ラ
教
室
「
パ
キ
ピ
カ

（Ka Moana Pākipika Hula 
Studio

）」
さ
ん
で
す
。
火
・

金
・
土
の
週
三
日
、
有
田
市

箕
島
の
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス

で
教
室
を
開
か
れ
て
い
ま

す
。主

宰
の
森
川
さ
ん
は
兵

庫
県
三
田
市
の
ご
出
身
で

す
。
大
阪
で
地
方
雑
誌
の
編

集
や
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
働

き
、「
全
国
誌
を
担
当
し
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
東
京

へ
移
り
ま
す
。
そ
こ
で
ご
縁

が
あ
り
結
婚
し
、
神
奈
川
県

湘
南
へ
移
住
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
人
生
最
初
の
転

機
が
訪
れ
ま
す
。
東
京
で
の

激
務
に
よ
り
体
調
を
崩
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
仕
事
を

見
直
す
な
か
、
湘
南
の
ビ
ー

チ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
触
れ
、
も

と
も
と
仕
事
で
も
ハ
ワ
イ
の

音
楽
や
文
化
に
関
わ
る
機
会

が
あ
り
、
そ
の
流
れ
で
フ
ラ

教
室
へ
通
い
始
め
ま
す
。
運

動
は
得
意
で
は
な
か
っ
た
そ

う
で
す
が
、「
フ
ラ
は
自
分

に
向
い
て
い
る
」
と
感
じ
た

と
い
い
ま
す
。

や
が
て
娘
さ
ん
が
誕
生

し
、
二
つ
目
の
転
機
が
訪
れ

ま
す
。
離
婚
を
機
に
実
家
の

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
動
労
者
に

関
す
る
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す

（
令
和
八
年
十
月
一
日
施
行
）

商
工
文
芸 

八
月
作
品

◎
応
募
締
め
切
り
＝
八
月
十

日
（
消
印
有
効
）

◎
発
　
表
＝
九
月
号
で

◎
官
製
は
が
き
に
八
月
号
と

明
記
の
う
え
八
月
号
で
良
か

っ
た
記
事
・
感
想
・
市
内
の

ニ
ュ
ー
ス
等
と
お
答
え
を
書

い
て
下
さ
い
。
投
稿
い
た
だ

い
た
感
想
の
中
か
ら
趣
旨
を

変
え
な
い
範
囲
で
添
削
や
割

愛
し
て
「
市
民
の
窓
」
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
匿
名
希
望
も
可
）

◎
あ
て
先
＝

〒
６
４
９
―
０
３
９
８

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

『
商
工
ニ
ュ
ー
ス　

パ
ズ
ル

係
』

◎
応
募
は
が
き
に
は
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
を

は
っ
き
り
書
い
て
下
さ
い
。

◎
賞
　
品
＝
七
月
～
十
二
月

号
を
対
象
に
抽
選

◎
七
月
号
の
正
解
は
「
太
刀

魚
」
で
し
た
。

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
一

階
の
「
特
産
品
販
売
所
あ
り

太
く
ん
」
は
お
盆
期
間
中
、

以
下
の
通
り
臨
時
休
業
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
「
令
和
八
年
度
健
康
経
営

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま

す令
和
八
年
九
月
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
健
康
経
営
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

取
り
組
み
事
例
の
紹
介
や

健
康
経
営
優
良
法
人
二
〇
二

七
の
申
請
に
つ
い
て
の
説
明

な
ど
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
健
康
経
営
に
取

り
組
も
う
と
お
考
え
の
事
業

所
様
必
見
！

詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
協

会
け
ん
ぽ
和
歌
山
支
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
健
康
経
営
優
良
法
人
二
〇

二
七
の
申
請
受
付
が
始
ま

り
ま
す

「
健
康
経
営
優
良
法
人
認

定
制
度
」
と
は
、
健
康
課
題

に
対
し
て
優
れ
た
取
り
組
み

を
実
践
し
て
い
る
企
業
等
の

法
人
を
、
経
済
産
業
省
が
顕

彰
す
る
制
度
で
す
。

認
定
を
受
け
る
と
、
認
定

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
が
可
能

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇

用
労
働
者
の
待
遇
改
善
を
進

め
る
た
め
、「
同
一
労
働
同

一
賃
金
」
に
関
す
る
施
行
規

則
と
告
示
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

①
雇
い
入
れ
時
の
労
働
条
件

明
示
事
項
が
追
加
さ
れ
ま

す
【
パ
ー
ト
・
有
期
法
施

行
規
則
】

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇

用
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た

時
の
労
働
条
件
明
示
事
項

と
し
て
、
現
行
の
明
示
事

項
に
加
え
、
新
た
に
「
待

遇
の
相
違
の
内
容
・
理
由

等
に
関
す
る
説
明
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
」
旨
の

明
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
改
正
さ

れ
ま
す
【
告
示
】

・
改
正
後
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

○
応
募
資
格
：
有
田
市
内

在
住
、
在
学
、
在
勤
の
方
、

及
び
有
田
市
内
の
文
芸

サ
ー
ク
ル
に
所
属
す
る
方

○
部
門
：
小
学
生
俳
句
の
部
、

小
学
生
短
歌
の
部
、
中
学

生
俳
句
の
部
、
中
学
生
短

歌
の
部
、
一
般
俳
句
の
部
、

一
般
短
歌
の
部

※
未
就
学
児
は
応
募
で
き
ま

せ
ん
。

※
高
校
生
以
上
は
一
般
の
部

と
し
ま
す
。

○
募
集
期
間
：
七
月
二
日
㈭

～
十
一
月
三
十
日
㈪
ま
で

○
応
募
要
領

・
小
学
生
及
び
中
学
生
の
部

は
一
人
一
作
品
。

・
一
般
の
部
一
人
二
作
品
以

内
。

（
一
人
に
つ
き
俳
句
と
短

歌
の
そ
れ
ぞ
れ
に
応
募
可
。

両
方
応
募
の
場
合
は
そ
れ

ぞ
れ
応
募
用
紙
を
作
成
す

る
こ
と
）

・
題
は
自
由
。

第
二
十
一
回
　
有
田
市
文
芸
大
会
　
作
品
募
集

に
つ
い
て
詳
し
く
は
こ
ち
ら

③
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関

す
る
措
置
の
内
容
が
変
わ

り
ま
す
【
告
示
（
雇
用
管

理
指
針
）】

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇

用
労
働
法
で
は
、
正
社
員

と
パ
ー
ト
・
有
期
雇
用
労

働
者
と
の
間
で
待
遇
差
が

あ
る
場
合
、
事
業
主
は
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇

用
労
働
者
か
ら
求
め
が
あ

れ
ば
、
➀
待
遇
差
の
内
容

や
理
由
、
②
法
第
六
条
か

ら
第
十
三
条
ま
で
の
措
置

を
講
じ
る
に
当
た
っ
て
考

慮
し
た
事
項
を
説
明
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

作
品
に
限
る
。

・
応
募
は
専
用
の
応
募
用
紙

や
ハ
ガ
キ
等
に
、
応
募
す

る
部
門
・
作
品
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
必
ず

記
入
の
う
え
事
務
局
ま
で

直
接
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
（
八
二
│
三
三
一
一
）、

メ
ー
ル
（bunkafukusi@

city.arida.lg.jp

）
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

※
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
。

○
応
募
先
：
有
田
市
教
育
委

員
会　

文
化
振
興
課　

文

化
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
（
水

曜
日
休
館
）

　

☎
八
二
│
三
二
二
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
八
二
│
三
三
一
一

　

メ
ー
ル
：bunkafukusi@

city.arida.lg.jp

水 休 山

射 差 浴

海 暑 照

リスト

会
と
催
し

☆
八
月
五
日
…
正
副
会
頭
会

☆
八
月
六
日
…
広
報
委
員
会

☆
八
月
二
十
八
日
…
小
塚
祥

吾
氏
講
演
会

※
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
、
ま
た
は

内
容
を
変
更
す
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す

◆
ア
リ
ッ
サ
の
お
は
な
し
か
い

（
乳
幼
児
～
就
園
前
く
ら
い
）

日
時
…
八
月
六
日
（
木
）

十
時
三
十
分
～

九
月
三
日
（
木
）

十
時
三
十
分
～

内
容
…
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

◆
水
曜
映
画
会
「
オ
ッ
ト
ー
と

い
う
男
」〈
日
本
語
吹
替
音

声
〉（
大
人
向
け
）

日
時
…
八
月
十
二
日
（
水
）

十
四
時
～

（
約
一
三
〇
分
）

◆
有
田
市
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
さ
や
き
の
朗
読
会
（
大
人

向
け
）

日
時
…
八
月
十
九
日
（
水
）

十
三
時
三
十
分
～

内
容
…
大
人
向
け
の
朗
読

◆
有
田
市
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
さ
や
き
の
お
は
な
し
会

（
子
ど
も
向
け
）

日
時
…
八
月
二
十
二
日
（
土
）

十
時
三
十
分
～

内
容
…
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み

聞
か
せ

◆
読
聴
読
聴
音
読
会

日
時
…
八
月
二
十
六
日
（
水
）

十
四
時
～

参
加
申
し
込
み
受
付
中

◆
あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

（
休
館
日
を
除
く
毎
週
木
曜
日
）

九
時
三
十
分
～
十
二
時

〈
八
月
の
図
書
館
休
館
日
〉

毎
週
火
曜
日

八
月
三
十
一
日
（
月
）　

※
図

書
整
理
日

問
…
有
田
市
図
書
館

☎
八
二
―
三
二
二
〇

有
田
市
民
会
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

第
三
十
二
回
人
権
啓
発
市
民

の
つ
ど
い

映
画
会
「
三
十
五
年
目
の
ラ

ブ
レ
タ
ー
」

•
日
時
：
十
月
十
七
日
㈯

開
場
：
十
二
時
三
十
分

開
演
：
十
三
時

（
約
一
二
〇
分
）

•
整
理
券
配
布
開
始
…
八
月

二
十
七
日
（
木
）
整
理
券

配
布
開
始
（
お
一
人
様
二

枚
ま
で
）

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
終
了

【
全
席
自
由
】
入
場
無
料
（
要

整
理
券
）
※
字
幕
付
き

•
配
布
場
所
：
市
民
会
館
、

市
民
課
人
権
啓
発
係
、
隣

保
館

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も

整
理
券
の
申
込
み
が
で
き

ま
す
。

高
齢
介
護
課
コ
ラ
ボ

映
画
会
「
父
と
僕
の
終
わ
ら

な
い
歌
」

•
日
時
：
十
月
三
日
㈯

開
場
：
十
三
時
三
十
分

開
演
：
十
四
時

（
約
一
〇
〇
分
）

•
整
理
券
配
布
中
（
お
一
人

様
二
枚
ま
で
）

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
終
了

【
全
席
自
由
】
入
場
無
料
（
要

整
理
券
）
※
字
幕
付
き

•
配
布
場
所
：
市
民
会
館
、

高
齢
介
護
課

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も

整
理
券
の
申
込
み
が
で
き

ま
す
。

•
問
：
有
田
市
民
会
館

☎
八
二
│
二
六
二
六

図
書
館
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

特
産
品
販
売
所
あ
り
太
く
ん

八
月
休
業
日
の
ご
案
内

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
る
三
田
市
へ
戻
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
通

え
る
範
囲
に
フ
ラ
教
室
が
な

か
っ
た
た
め
、
神
奈
川
の
師

匠
へ
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
兵

庫
校
」
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
と
し
て
活
動
す
る
道
が
開

け
ま
す
。
教
わ
る
立
場
か
ら

教
え
る
立
場
と
な
り
、
隔
月

で
神
奈
川
へ
通
い
な
が
ら
師

匠
の
直
接
指
導
を
受
け
、
教

室
の
質
を
保
ち
続
け
ま
し

た
。そ

の
頃
、
出
版
不
況
の

影
響
で
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
勤

務
し
て
い
た
雑
誌
が
相
次
い

で
休
刊
・
廃
刊
と
な
り
、
所

属
し
て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も

退
職
。
フ
ラ
教
室
一
本
で
生

計
を
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。教

室
は
軌
道
に
乗
り
、
生

活
も
安
定
し
て
き
た
頃
、
三

つ
目
の
転
機
が
訪
れ
ま
す
。

カ
ヤ
ッ
ク
を
通
じ
て
知
り
合

っ
た
現
在
の
ご
主
人
と
遠
距

離
恋
愛
の
末
に
結
婚
し
、
有

田
市
へ
移
住
し
ま
し
た
。
兵

庫
の
教
室
は
コ
ロ
ナ
禍
で
閉

鎖
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

か
ら
六
年
。
今
年
五
月
、「
ハ

ワ
イ
の
よ
う
に
美
し
い
景
色

の
中
で
暮
ら
す
人
た
ち
と
つ

な
が
り
た
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
、
有
田
で
新
た
に
教
室

を
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
の
立
ち
上
げ

に
は
、
有
田
で
知
り
合
っ
た

多
く
の
方
々
の
支
え
が
あ
り

ま
し
た
。「
そ
の
ご
縁
が
な

け
れ
ば
、
も
う
一
度
フ
ラ
を

始
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
こ
の
地
で
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ

の
種
を
、
小
さ
な
種
で
も
い

い
か
ら
ま
い
て
い
き
た
い
」

と
森
川
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

森
川
さ
ん
が
語
る
フ
ラ

の
魅
力
は
、「
半
端
な
い
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
パ
ワ
ー
」
で
す
。

フ
ラ
は
す
べ
て
の
動
き
に
意

味
が
あ
り
、
物
語
を
伝
え
る

踊
り
で
す
。
恋
人
と
の
別
れ

を
歌
っ
た
曲
で
あ
っ
て
も
、

「
あ
な
た
は
最
高
だ
っ
た
」

「
バ
ラ
の
よ
う
な
人
だ
っ
た
」

と
相
手
を
称
え
、
自
然
や
土

地
、
愛
の
素
晴
ら
し
さ
を
歌

う
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

前
向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
あ

ふ
れ
、
踊
る
人
も
見
る
人
も

元
気
に
な
れ
る
の
が
フ
ラ
の

魅
力
だ
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
フ
ラ
で
は
常
に
笑

顔
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
笑
顔

で
踊
り
続
け
る
こ
と
で
、
気

持
ち
ま
で
自
然
と
前
向
き
に

な
っ
て
い
く
。
そ
れ
も
フ
ラ

の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
だ
そ

う
で
す
。

そ
れ
を
聞
い
て
、
そ
れ
は

そ
の
ま
ま
森
川
さ
ん
に
感
じ

た
印
象
だ
と
思
い
ま
し
た
。

色
々
な
巡
り
合
わ
せ
が
あ
り

苦
難
が
あ
る
な
か
で
、
今
楽

し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
る
森

川
さ
ん
が
フ
ラ
そ
の
も
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

パ
キ
ピ
カ
で
は
、
年
齢
を

問
わ
ず
仲
間
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
対
象
は
３
歳
か
ら
上

限
な
く
、
基
礎
か
ら
し
っ
か

り
学
び
た
い
方
、
親
子
で
楽

し
み
た
い
方
、
仕
事
や
学
校

帰
り
に
習
い
事
を
始
め
た
い

方
、
昼
や
夜
な
ど
生
活
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
て
通
い
た
い

方
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
に
合

わ
せ
た
ク
ラ
ス
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら

高
齢
の
方
ま
で
、
男
女
を
問

わ
ず
、
そ
の
人
ら
し
い
魅
力

が
輝
く
の
が
フ
ラ
の
素
晴
ら

し
さ
で
す
。
ハ
ワ
イ
か
ら
の

贈
り
物
と
も
い
え
る
フ
ラ

を
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
一
緒
に

楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

職
員
が
行
く

取
材
：
大
浦

№54

パキピカ （Ka Moana Pākipika Hula Studio）

住　　　所：有田市箕島23-3（レンタルスペース Contigo）
電　　　話：090-4831-1465
営  業  日：火・金・土曜
Ｈ　 　　P：https://pakipika.jp/　※クラス詳細あり
Instagram: @pakipika_hiroko

市
民
の
窓

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
「
エ
ア
コ
ン
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
専
門
店
か
ら
の
提

言
」
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

（
宮
崎
町　

児
嶋
良
子
さ
ん
）

◆

レ
ピ
・
マ
ル
カ
の
バ
ウ
ム

ク
ー
ヘ
ン
大
好
き
で
す
。
有

田
の
名
物
で
す
!!

声
。
こ
の
よ
う
に
、
双

方
に
不
満
は
あ
る
も
の

の
、
そ
の
多
く
は
能
力

の
問
題
と
い
う
よ
り「
認

識
の
ズ
レ
」
か
ら
生
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
を
整

理
す
る
た
め
に
、
あ
る

企
業
で
実
施
し
た
の
が

「
期
待
の
交
換
」
と
い
う

ワ
ー
ク
で
す
。
方
法
は

シ
ン
プ
ル
で
す
が
、
組

織
の
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
を

可
視
化
す
る
上
で
効
果

的
な
手
法
で
す
。

ま
ず
管
理
職
を
数
人

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

「
経
営
陣
は
自
分
た
ち
に

ど
の
よ
う
な
期
待
を
し

て
い
る
と
思
う
か
」
を

討
議
。
例
え
ば「
売
り
上

げ
拡
大
」
「
部
下
育
成
」

「
現
場
改
善
」
な
ど
の
よ

う
に
、
自
由
に
挙
げ
て

も
ら
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
正
解
を
求
め
る
の
で

は
な
く
、
管
理
職
自
身

の
認
識
を
言
語
化
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

一
方
で
、
事
前
に
経
営

陣
へ
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、「
管
理
職
に
何
を
期

経
営
相
談
の
現
場
で

よ
く
耳
に
す
る
言
葉
が

あ
り
ま
す
。

「
管
理
職
が
思
っ
た
よ

う
に
動
い
て
く
れ
な
い
」

「
会
社
の
方
針
が
現
場

に
伝
わ
ら
な
い
」
と
言

う
経
営
陣
。
管
理
職
側

は
、「
経
営
陣
が
何
を
期

待
し
て
い
る
の
か
分
か

り
に
く
い
」「
判
断
基
準

が
見
え
な
い
」
と
い
う

待
し
て
い
る
の
か
」
を
整

理
し
て
お
き
ま
す
。
そ
し

て
討
議
の
後
に
、
そ
の
内

容
を
示
し
ま
す
。
す
る

と
多
く
の
場
合
、「
思
っ

て
い
た
こ
と
と
違
う
」
と

い
う
点
が
見
つ
か
り
ま

す
。
あ
る
企
業
で
は
、
管

理
職
（
部
長
）
は
「
売
り

上
げ
目
標
の
達
成
」
が

最
大
の
期
待
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
経
営
陣

は
、
部
長
に
は「
部
下
育

成
」
と「
現
場
の
問
題
発

見
力
」
を
重
視
し
て
い
ま

し
た
。
逆
に
管
理
職（
部

長
）
が
気
に
し
て
い
た
数

字
管
理
は
、
経
営
陣
に

と
っ
て
は
課
長
が
管
理
の

担
当
と
い
う
位
置
付
け

で
、
期
待
の
齟
齬（
そ
ご
）

が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

双
方
の
認
識
を
並
べ

て
み
る
と
、「
何
を
重
視

す
べ
き
か
」
が
明
確
に

な
り
ま
す
。
ま
た
経
営

陣
に
と
っ
て
も
、
自
分

た
ち
の
考
え
が
現
場
に

十
分
伝
わ
っ
て
い
な
い

こ
と
に
気
付
く
機
会
に

な
り
ま
す
。
こ
の
ワ
ー

ク
は
、
管
理
職
と
経
営

陣
だ
け
で
な
く
、
管
理

職
と
一
般
社
員
、
若
手

社
員
と
新
人
の
間
で
も

活
用
で
き
ま
す
。
例
え

ば
若
手
社
員
に「
上
司
は

自
分
た
ち
に
何
を
期
待

し
て
い
る
と
思
う
か
」

を
整
理
し
て
も
ら
い
、

管
理
職
側
の
期
待
と
照

ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

役
割
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
見
え
て
き
ま
す
。

組
織
の
問
題
は
、
必

ず
し
も
能
力
や
意
欲
の

不
足
だ
け
で
起
き
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
何
を
期
待
さ
れ
て

い
る
の
か
」
が
共
有
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
原

因
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
い
の
で

す
。
経
営
支
援
の
現
場

で
も
、「
方
針
が
伝
わ
ら

な
い
」「
現
場
が
動
か
な

い
」
と
い
っ
た
相
談
を

受
け
た
際
に
は
、
こ
の

「
期
待
の
交
換
」
と
い
う

シ
ン
プ
ル
な
ワ
ー
ク
を

提
案
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
認
識

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
見
え
る

化
す
る
こ
と
が
、
組
織

力
向
上
の
第
一
歩
に
な

る
は
ず
で
す
。

（
箕
島　

Ｐ
Ｎ
：
み
っ
ち
ゃ

ん
さ
ん
）

◆

子
ど
も
の
頃
、
浜
へ
太
刀

魚
の
ハ
ク
を
と
り
に
行
っ
た

が
、
今
で
は
高
嶺
の
花
で
殆

ど
口
に
入
る
事
が
出
来
な

い
。
美
味
し
い
の
に
な
ぁ
！

（
野　

Ｐ
Ｎ
：
ピ
ー
ち
ゃ
ん

さ
ん
）

◆

第
四
十
四
回
紀
文
ま
つ

り
、
今
年
は
二
日
連
続
で
秋

の
開
催
と
な
り
、
イ
ベ
ン
ト

も
多
く
楽
し
み
で
す
。

（
初
島
町　

Ｍ
・
Ｙ
さ
ん
）

◆

職
員
さ
ん
が
行
く 

浜
た

こ
さ
ん
の
お
店
行
き
た
い
と

思
い
主
人
と
話
し
ま
し
た
。

楽
し
み
で
す
。

（
初
島
町　

脇
村
弘
子
さ
ん
）

◆

梅
雨
が
明
け
一
気
に
暑
く

な
っ
て
、
熱
中
症
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

（
箕
島　

Ｈ
・
Ｔ
さ
ん
）

◆

市
民
の
窓
に
楽
し
い
こ
と

が
多
く
書
か
れ
て
い
て
、
読

む
の
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。

（
箕
島　

中
尾
あ
や
子
さ
ん
）

「『期待の交換』による見える化」

短
歌

捩
花
の
咲
く
青
芝
の
心
地
よ
く
足
裏
く
す
ぐ
る

生
き
の
感
触	

石
尾　

典
子

三
重
の
山
奥
い
ち
め
ん
に
苔
の
庭
た
ど
り
着
き

た
る
吾
へ
の
褒
美	

古
川
由
美
子

夕
飯
は
鍋
に
す
る
か
ら
と
嫁
が
呼
ぶ
近
く
に
息
子

ら
住
め
る
嬉
し
さ	

中
澤　

洋
代

捩
花
が
庭
の
芝
生
に
咲
き
群
れ
て
花
の
螺
旋
を

蟻
が
登
れ
り	

兵
野　

勉

「
水
無
月
」
が
好
物
だ
っ
た
父
思
い
今
年
も
供
え
る

夏
越
の
祓	

志
磨
美
智
子

熊
は
ど
こ
へ　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
沸
く
日
本

テ
レ
ビ
新
聞
み
な
ひ
と
な
ら
び	

小
賀　

尚
子

夫
と
吾あ

に
初
サ
ラ
リ
ー
で
贈
ら
れ
し
湯
呑
み
に

し
み
る
女ま

孫ご

の
や
さ
し
さ	

斧
田　

康
子

ガ
ウ
デ
ィ
の
遺
志
継
ぎ
つ
い
に
完
成
す
サ
グ
ラ
ダ

フ
ァ
ミ
リ
ア
古
都
に
聳
え
る	

脇
中　

郁
子

「
生
き
て
た
か
っ
た
…
」
詩
を
朗
読
の
女
生
徒

の
声
朗
々
と
沖
縄
慰
霊
日	

嶋
田
嘉
鶴
子

み
ぎ
わ
消
え
潮
風
に
鳴
る
松ま

林つ

の
消
え
つ
い
に
は

母
校
畢お
わ

り
ぬ　

令
和	

脇
中　

範
生


